
校長 二瓶 昭夫 

◆ 稲田っ子のすばらしさと集団登下校 ◆ 

稲田っ子のすばらしさはたくさんあります。①素直さと笑顔、②仲間

を思いやる姿、③先生や大人への感謝の心が、日々の生活にいきいきと表

れていることです。もちろん、学校ではきちんと指導や注意をし、叱る

（諭す）こともあります。児童はその意味をきちんと理解し、次の行動へ

と生かしています。教育目標「人の役に立つ子」を目指す児童の頼もしさ

の表れです。 

朝は地域の方に見守られながら集団登校をします。長い通学路では、1

年生と６年生の歩く速さが異なります。私がその場で声を掛けると、すぐ

に待ったり、歩調を合わせたりと、班長が気を配って行動します。しか

し、車道側へ広がってしまう場面も見られます。大人が見ていなくても自

ら気付き、自他の安全を守る行動ができるかが課題です。今後も学校で継

続して指導します。引き続き、保護者や地域の皆様にも、ご自宅の前など

で児童の登下校時の見守りや声がけのご協力をいただければ幸いです。 

◆ いじめ見逃しゼロスクール集会 ◆ 

11月４日に「いじめ見逃しゼロスクール集会」を行いました。当校では、児童が安心し

て過ごせる環境づくりを一層進めるため、「稲田小いじめ防止基本方針」に基づき「子ども

を語る会」や「生活アンケート」により、児童理解と情報共有を深めています。お子さんの

様子をみて「学校で心配なことがあるのでは」といったご家庭からの声も寄せられます。そ

の都度いじめ対策委員会を開き、よりよい解決に向けた協議と対応を進めています。いじめ

ゼロを目指し見逃しをなくすため、全職員でこれからも力を合わせて取り組んでまいります。 

◆ 稲田小 SNSルールと使い方についてのお願い ◆ 

スマートフォンなどの情報通信機器は、使い方を誤ると、本人の意図に関係なく加害者や

被害者になることがあります。こうしたトラブルを防ぐためにも、稲田小では、保護者の責

任のもとで適切に使用させることをお願いしています。そのうえで、トラブルの未然防止の

観点から、次の点について地域の皆様にもご理解とご協力をお願いいたします。 

 

① 児童が正しい使い方をしているか、利用状況を定期的に確認する。 

② 家庭内での使用ルールを明確にし、守られなければ迷わず使用を制限 

するなど、メディアの主導権は常に保護者が握る。 
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◆ １２月の主な予定 ◆ 

・１日(月) ～４日(木) 後期個別懇談①～④   

・11 日(木) カウンセラー訪問日 
・12 日(金) 町内別集会・集団下校 
・15 日(月)  学校預り金振替日 
・16 日(火)  １年生校外学習 9:30～11:30（ジムリーナ） 
・17 日(水) ～22 日(月) 特別校時（４回） 
・23 日(火) ２学期終業式 

・24 日(水) ～１月７日(水)冬季休業 
・29 日(月) ～１月４日(日)閉庁日  

いじめ見逃しゼロスクール集会 
稲田っ子班による話合い活動 

安全を配慮した集団登下
校。班長が気を配って歩
く姿が見られます。 


